
（１）定 員 会場 200名　オンライン 1,000名　※先着順

（２）申 込 期 間 会　　　場：令和５年２月  1日（水）～令和５年２月17日（金）
オンライン：令和５年１月16日（月）～令和５年２月17日（金）
※会場・オンラインによって申込開始日時が異なりますので、ご注意願います。
※定員に達し次第、申込期間内であっても申込みを締め切らせていただきます。

（３）申 込 方 法 ①Webでの申込み
　本研究所セミナーのホームページよりお申込みください。
　研究所セミナーホームページ：
　http://www.nise.go.jp/nc/training_seminar/special_seminar/r4
　※右記のQRコードよりアクセスいただくこともできます。
②FAXでの申込み
　�インターネット環境にない場合は、以下の事項を記入いただきFAXで送信先へお申し込みくだ
さい。
　　ア　氏名（ふりがな）　　イ　所属・職名
　　ウ　連絡先（電話番号、FAX番号、メールアドレス）
　　エ　会場又はオンラインによる参加希望のいずれか
　　オ　重点課題等研究チーム研究成果等報告の参加希望を３つ以内
　　　　（記入例：①－A、②－B、③－A）
※手話通訳、字幕、車いす等の配慮を必要とする場合は、その旨ご記入ください。
※参加申込を受け付けましたら、後日ご連絡差し上げます。
送信先：046-839-6919（FAX）

（４）参 加 費 無料

（５）個人情報の取り扱
いについて

本お申込みでお預かりする個人情報は、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所及び運営を委
託する業者が管理し、本セミナーでの利用以外では使用いたしません。

令和４年度 国立特別支援教育総合研究所セミナー

共生社会の形成に向けた特別支援教育の展開
◇ 期　　日　令和５年３月４日(土)
◇ 時　　間　９時50分～17時10分 
　　　　　 　※会場受付 ９時15分、オンライン接続 ９時30分開始

◇ 実施方法　会場・オンライン配信併用方式　※手話通訳と字幕があります

◇ 会　　場　学術総合センター２階　一橋講堂 
　　　　　　 （東京都千代田区一ツ橋2-1-2）
◇ 定　　員　会場 200名、オンライン 1,000名　※先着順
◇ 主　　催　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

参加のご案内
参加申込

その他

アクセス

令和４年度 国立特別支援教育総合研究所セミナー
参加のご案内

共生社会の形成に向けた特別支援教育の展開
期　　日 令和５年３月４日土

「学習指導要領に基づく教育課程の編成・実施・評価・改善に関する研究」
「ICT 等を活用した障害のある児童生徒の指導・支援に関する研究」
「障害のある子どもの就学先決定の手続きに関する研究」
「通常の学級における多様な教育的ニーズのある子供の教科指導上の配慮に関する研究」
「知的障害教育における単元作成プロセスと学習評価について」
「障害のある生徒の進路指導における課題と期待」

◇参加申し込みついては、本研究所セミナーのホームページよりお願いいたします。
　研究所セミナーホームページ：　http://www.nise.go.jp/nc/training_seminar/special_seminar/r4
◇申し込み期間は以下のとおりです。
　会　　　場：令和５年２月  1日（水）～令和５年２月17日（金）
　オンライン：令和５年１月16日（月）～令和５年２月17日（金） 
　※定員に達し次第、申込期間内であっても申し込みを締め切らせていただきます。
◇問い合わせ先　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　総務部 総務企画課 研究推進係
　〒239-8585　神奈川県横須賀市野比5-1-1
　TEL 046-839-6928　e-mail v-seminarwg2022@nise.go.jp

※会場受付 ９時15分、オンライン接続  ９時30分開始
時　　間 ９時50分~17時10分

実施方法 会場・オンライン配信併用方式　※手話通訳と字幕があります
会　　場 学術総合センター２階　一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）
定　　員 会場 200名、オンライン 1,000名 ※先着順
主　　催 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所
行政説明 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
講　　演 「これからの特別支援教育の充実に向けて学校教育に願うこと」

講師：野澤 和弘 氏（植草学園大学　副学長（教授））

重点課題等研究チーム研究成果等報告
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第５期中期計画期間に
おける研究について（説明）9:15 9:50 10:15

10:05
10:45 12:00 13:00 16:0010:55 13:10 16:55 17:10

なお、ポスター発表等展示は13:00～16:00まで来場いただいた方のみご参加いただくことができます。
それ以外のプログラムは、会場及びオンラインで参加できます。

日程

辻村賞授賞式 9:50～10:05

　本研究所初代所長辻村泰男氏のご遺徳をたたえ、特別支援教育の領域において特に顕著な功績のあった者、
及び団体等を表彰し、授賞式を行います。なお、授賞者による記念講演については研究所ホームページで動画
をご視聴いただけます。

　国立特別支援教育総合研究所（NISE）では、研究成果等の普及や特別支援教
育の理解啓発等を図り、インクルーシブ教育システム構築の推進を目的として、
毎年、本セミナーを開催しています。
　今年度は、「共生社会の形成に向けた特別支援教育の展開」をテーマとし、文
部科学省による行政説明、野澤和弘氏の講演、重点課題研究成果及び障害種別
特定研究経過の報告、また、各障害種別研究班のポスター発表を企画し、会場
及びオンラインのハイブリッド型で開催することといたしました。
　教育関係者にとどまらず、様々な分野の皆様のご参加をお待ちしております。�
　本セミナーが、参加された皆様にとって、特別支援教育を推進するための実
り多い機会となることを期待しております。

理事長　中村　信一
（１）本セミナーの撮影・録音・録画・スクリーンショット等はご遠慮ください。
（２）�本研究所職員が会場及びオンラインにて撮影した写真及び映像は、ホームページや広報資料に使用し公表する場合

がございますので、あらかじめご了承ください。
（３）�宿泊、当日の昼食は各自でご用意ください。昼食は中会議場をご利用できますが、一橋講堂内での飲食はできません。

学術総合センター２階　一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）
【交通】
東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線
　神保町駅（A8・A9出口）徒歩４分
東京メトロ東西線　竹橋駅（1b出口）徒歩４分

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　
総務部 総務企画課 研究推進係
〒239-8585　神奈川県横須賀市野比5-1-1
TEL�046-839-6928　FAX�046-839-6919
e-mail�v-seminarwg2022@nise.go.jp

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所ホームページ　https://www.nise.go.jp/nc/

問い合わせ先



令和４年度国立特別支援教育総合研究所セミナー　プログラム 令和４年度国立特別支援教育総合研究所セミナー　プログラム

主催者挨拶 中村　信一 （国立特別支援教育総合研究所�理事長）　

１．開会式 10:05～10:15

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

2．行政説明 10:15～10:45

３．講　演 10:55～12:00

　これまで、知的障害者などの情報保障の研究、いじめ、ひきこもり、障害などを描いた若者たち
の作品作りなど、様々な分野でご活躍されている野澤氏は、「障害のある人や子どもを理解するた
めには、その人が何を理解しているのかを知らなければならない。そのために、自分自身のことも
知ろう。どんな自分も大事にすること（略）」（植草学園大学ホームページより引用）と学生の皆様に
メッセージを伝えています。講演を通じて、改めて子どもたちを理解することの意味や意義を考え、
これからの学校教育で大切にしていくことについて考える機会にしたいと思います。

【経歴】　�毎日新聞客員編集委員、植草学園大学副学長（教授）、一般社団法人スローコミュニケ―ション代表、
WEB医療プレミアで「令和の幸福論」を連載中など。

【著書】　�「スローコミュニケーション」（一般社団法人スローコミュニケーション）、「あの夜、君が泣いたわ
け」（中央法規）、「こもれび文庫」（こもリズム研究会）など。

テーマ　「これからの特別支援教育の充実に向けて学校教育に願うこと」

講 師 野澤　和弘�氏 （植草学園大学　副学長（教授））

本研究所の第５期中期計画期間における研究体系について説明いたします。

４．第５期中期計画期間における研究について 13:00～13:10

説 明 牧野　泰美 （国立特別支援教育総合研究所　研究企画部長）

５．重点課題等研究チーム研究成果等報告① 13:10～14:15

Ａ 「学習指導要領に基づく教育課程の編成・実施・評価・改善に関する研究」（一橋講堂）
趣 旨 説 明 吉川　知夫 （国立特別支援教育総合研究所）　
報 告 １ 金子　　健� （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 ２ 北川　貴章 （国立特別支援教育総合研究所）　
報 告 ３ 竹村　洋子 （国立特別支援教育総合研究所）　
報 告 ４ 河原　麻子 （国立特別支援教育総合研究所）
司 会 照井　純子　 （国立特別支援教育総合研究所）　

６．重点課題等研究チーム研究成果等報告② 14:30～15:35

Ａ 「障害のある子どもの就学先決定の手続きに関する研究」 （一橋講堂）
趣 旨 説 明 久保山茂樹 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 １ 久保山茂樹 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 ２ 久道佳代子 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 ３ 杉山奈実子 （国立特別支援教育総合研究所・特別研究員（静岡県））
研究協力者 森重　亜美�氏 （松江市発達・教育相談センター）

北本　雅人�氏 （元札幌市立発寒小学校校長）
司 会 佐藤　利正 （国立特別支援教育総合研究所）

７．重点課題等研究チーム研究成果等報告③ 15:50～16:55

Ａ 「知的障害教育における単元作成プロセスと学習評価について」 （一橋講堂）
趣 旨 説 明 横尾　　俊 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 １ 真部　信吾 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 ２ 中村　謙太�氏 （埼玉県立越谷西特別支援学校）

佐竹慎之介�氏 （埼玉県立越谷西特別支援学校）
報 告 ３ 相原　聖美�氏 （福島県立相馬支援学校）
報 告 ４ 多田　　肇�氏 （熊本大学教育学部附属特別支援学校）
司 会 嶋野　隆文 （国立特別支援教育総合研究所）

Ｂ 「ICT等を活用した障害のある児童生徒の指導・支援に関する研究」 （中会議場）
趣 旨 説 明 棟方　哲弥　　 （国立特別支援教育総合研究所）
報 告 １ 織田　晃嘉 （国立特別支援教育総合研究所）

伊藤　周平 （国立特別支援教育総合研究所・特別研究員（青森県）�）
報 告 ２ 加藤　　敦 （国立特別支援教育総合研究所）
指 定 討 論 青木　高光 （長野県特別支援学校ICT推進ブロックリーダー・長野県長野養護学校

国立特別支援教育総合研究所・特任研究員）
司 会 牧野　泰美�　 （国立特別支援教育総合研究所）

Ｂ 「通常の学級における多様な教育的ニーズのある子供の教科指導上の配慮に関する研究」
 （中会議場）

趣 旨 説 明 笹森　洋樹 （国立特別支援教育総合研究所）
成 果 報 告 井上　秀和 （国立特別支援教育総合研究所）
研究協力者 加藤　　剛�氏 （光市教育委員会学校教育課）
研究協力者 長澤　正樹�氏 （新潟大学大学院教育実践学研究科　教授）
助 言 者 加藤　典子�氏 （文部科学省初等中等教育局特別支援教育課　特別支援教育調査官）
司 会 笹森　洋樹 （国立特別支援教育総合研究所）

Ｂ 「障害のある生徒の進路指導における課題と期待」 （中会議場）
趣 旨 説 明 伊藤　由美 （国立特別支援教育総合研究所）
研 究 報 告 小澤　至賢 （国立特別支援教育総合研究所）
討 論 者 １ 中田　正敏�氏 （横浜創英大学　非常勤講師）
討 論 者 ２ 山村　　仁�氏 （元静岡県立静岡中央高等学校副校長　現静岡県立浜北特別支援学校校長）
討 論 者 ３ 加藤　宏昭�氏 （文部科学省初等中等教育局特別支援教育課　特別支援教育調査官）
司 会 小澤　至賢 （国立特別支援教育総合研究所）

８．閉会式 16:55～17:10

障害種別研究班ポスター発表等展示　※会場のみ 13:00～16:00

　各障害種別研究班（視覚班、聴覚班、知的班、肢体不自由班、病弱班、言語班、自閉症班、発達・情緒班、重複班等）
の研究成果や調査結果等のポスター発表を開催します。ポスター発表等展示を通して、各研究班の研究職員と意
見交換等をすることができます。なお、重点課題等研究チーム研究成果等報告と同時開催のため、研究職員と意
見交換等ができない場合があります。


